
出
を
防
ぐ
趣
旨
に
出
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
日
に
あ
っ
て
は
会
計
法

及
び
会
計
規
則
実
施
に
よ
り
、
総
て
予
算
経
費
の
外
に
支
出
の
途
は

な
い
の
で
、
別
に
検
束
を
加
え
る
こ
と
を
要
さ
な
い
。
三
、
よ
っ
て

自
今
各
庁
限
り
施
行
し
、
そ
の
時
々
内
閣
に
報
告
す
べ
き
こ
と
に
改

定
す
る
べ
き
で
あ
る
と
認
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
内
閣
書

記
官
稟
申
か
ら
、
明
治
政
府
の
外
国
人
雇
入
に
つ
い
て
の
方
針
の
変

記
官
稟
申
か
ら
、
明
治
政
声

遷
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
法
令
の
存
在
か
ら
、
同
十
六
年
を
第
一
、
同
二
十
三
年
を

第
二
の
御
雇
外
国
人
医
学
教
師
関
係
法
の
転
換
期
で
あ
る
と
考
え
て

い
》
①
。

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
）
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私
は
整
形
外
科
医
で
あ
り
創
傷
処
置
に
つ
い
て
の
学
生
の
講
義
の

際
に
は
一
；
医
〈
自
然
ノ
臣
僕
ナ
リ
」
、
即
ち
創
を
治
す
の
は
自
然
の

力
で
あ
り
、
医
師
は
そ
の
手
伝
い
し
か
出
来
な
い
。
我
々
に
出
来
る

こ
と
は
手
術
と
言
う
手
段
を
使
っ
て
治
り
易
い
状
態
に
す
る
こ
と

で
、
少
な
く
も
そ
の
邪
魔
を
す
。
へ
き
で
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
き

た
。
し
か
し
そ
の
出
典
に
つ
い
て
は
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
ら
し
い
と
の
み

で
詳
し
い
こ
と
は
知
る
と
こ
ろ
が
無
か
っ
た
が
、
最
近
阿
知
波
氏
の

詳
細
な
論
述
の
あ
る
こ
と
を
知
り
、
こ
れ
を
追
い
な
が
ら
考
察
を
し

て
み
た
。

先
ず
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
に
つ
い
て
は
氏
も
述
べ
ら
れ
た
如
く
己
〕
①

嘗
瀞
冨
色
国
一
切
善
の
加
曾
ぐ
画
貝
○
嘩
胃
肖
庁
な
る
言
葉
は
あ
る
が
、

「
医
〈
自
然
ノ
臣
僕
ナ
リ
」
な
る
語
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
ヒ
ポ

「
自
然
良
能
」
及
び
「
医
ハ
自
然
ノ
臣
僕

ナ
リ
」
思
想
の
回
帰

津
下
健
哉
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ク
ラ
テ
ス
の
言
葉
に
対
す
る
⑦
匙
①
目
の
解
釈
の
中
に
「
冒
里
①
且
呉

Ｒ
画
風
こ
』
〕
⑥
帛
○
匡
口
旦
良
口
四
合
匡
【
①
》
》
叫
言
一
〕
四
斤
尉
弄
○
の
画
顎
骨
彦
四
《
庁
彦
の
ご
｝
］
電
‐

、
目
画
冒
尉
吾
①
《
《
冒
冒
眞
閂
（
日
、
胃
ぐ
四
日
）
皇
国
四
目
時
①
」
な
る
語

が
あ
り
、
さ
ら
に
⑦
畠
①
口
は
《
《
○
口
岳
①
ｚ
胃
目
巳
も
○
君
①
Ｈ
ご
〕
吾
①

冒
弓
①
厨
呉
冒
箭
』
切
目
ｚ
四
目
昂
．
と
述
べ
、
こ
こ
に
冒
乏
閏
と

は
冒
涜
旦
○
唱
邑
目
巨
○
さ
唱
８
ｇ
ｏ
葛
⑦
厨
と
し
て
い
る
。
従
っ
て

こ
れ
が
阿
知
波
氏
も
述
べ
ら
れ
た
如
く
「
医
〈
自
然
ノ
臣
僕
ナ
リ
」

の
最
初
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
・
〈
ラ
ケ
ル
ス
ス
の
著
作
の
中
に
こ

の
語
が
あ
り
、
バ
レ
ー
の
「
我
レ
処
置
ス
ル
ノ
、
、
、
、
神
コ
レ
ヲ
癒
、
ン

給
ウ
」
も
同
じ
意
味
と
解
釈
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
阿
知
波
氏
に
よ
る
と
「
自
然
」
な
る
語
の
定
義
を
最
も
早
く

わ
が
国
に
移
入
し
た
の
は
坪
井
信
道
だ
と
言
う
。
彼
の
『
万
病
治

準
』
の
八
丁
裏
に
「
那
去
児
」
此
二
「
本
然
」
卜
訳
ス
。
本
条
説
ク

所
口
、
性
機
ト
ハ
本
然
ノ
機
能
ノ
義
ナ
リ
、
古
語
一
ヨ
レ
オ
「
ヒ
エ

フ
ス
」
（
ギ
リ
シ
ア
語
）
ト
謂
ウ
と
し
、
そ
の
後
で
ヘ
ル
モ
ン
ト
の
言

葉
と
し
て
「
那
去
児
ハ
造
化
一
一
使
命
ナ
リ
」
と
か
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス

の
言
葉
と
し
て
「
那
去
児
能
ク
諸
病
ヲ
治
ス
」
の
詞
が
あ
る
。
そ
の

後
に
も
那
去
児
、
ま
た
本
然
な
る
語
を
散
見
す
る
が
七
丁
裏
、
そ
の

他
に
「
自
然
良
能
」
の
語
も
散
見
さ
れ
、
当
時
最
早
「
自
然
良
能
」

な
る
語
は
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
、
「
本
然
の
機
能
」
、
「
自
然
良
能
」
、

「
那
去
児
」
の
用
語
の
間
に
多
少
の
混
乱
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

「
医
〈
自
然
ノ
臣
僕
ナ
リ
」
と
「
自
然
良
能
」
と
は
表
裏
の
関
係

に
あ
り
、
当
時
の
訳
書
に
は
し
ば
し
ば
散
見
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
吉

田
長
淑
の
『
泰
西
熱
病
論
』
に
は
最
初
に
「
西
哲
日
ク
医
〈
自
然
良

知
ノ
臣
僕
ナ
リ
ト
。
善
哉
、
此
言
実
二
医
家
ノ
大
則
ナ
リ
」
と
し
、

日
野
涼
台
の
『
西
洋
医
事
弁
惑
』
に
も
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
言
葉
と
し

て
「
医
〈
自
然
ノ
臣
僕
ナ
リ
、
即
チ
自
然
ト
ハ
人
身
固
有
ノ
生
気
」

な
ど
と
し
て
い
る
。
小
森
桃
鵯
の
『
病
因
精
義
』
に
も
「
自
然
良
能

者
、
天
道
自
然
所
賦
於
人
物
」
な
ど
の
語
が
あ
り
、
宇
田
川
玄
随
の

『
西
説
内
科
撰
要
」
、
そ
の
後
の
『
増
補
重
訂
内
科
撰
要
』
に
も
「
自

然
良
能
」
な
る
語
か
散
見
さ
れ
る
が
「
医
ハ
自
然
ノ
臣
僕
ナ
リ
」
の

語
は
見
ら
れ
な
い
と
言
う
。
緒
方
洪
庵
の
『
病
学
通
論
』
に
「
凡
ソ

活
体
ノ
性
ダ
ル
、
医
治
ヲ
須
タ
ズ
、
自
ラ
病
敵
ヲ
退
ケ
テ
平
常
二
服

セ
ン
ト
ス
ル
妙
機
ヲ
具
フ
・
之
ヲ
自
然
良
能
ト
謂
フ
」
と
し
、
「
自

然
之
臣
也
」
の
和
歌
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
島
村
鼎
甫
の
『
創
庚

新
説
』
の
中
に
「
創
口
の
癒
合
は
．
〈
ラ
セ
リ
ス
氏
の
治
創
の
名
師

（
自
然
の
良
能
を
い
ふ
）
に
よ
り
て
其
成
功
を
遂
る
も
の
な
り
」
の
語

が
あ
り
、
い
ま
そ
の
原
著
た
る
の
ロ
．
⑦
８
ｍ
ｍ
の
シ
辱
里
①
日
呉
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普
侭
の
曇
の
ｎ
章
言
。
目
烏
四
且
９
貝
昌
。
口
吻
の
項
を
見
る
に

ご
錘
冨
周
①
は
嘗
滞
冨
色
ご
昌
逢
○
厘
且
“
で
あ
る
と
し
画
く
の
ご
昌
冒
一
〕

富
、
儲
○
葛
旨
富
農
ロ
函
旨
旨
の
房
ｚ
画
冨
愚
彦
尉
胃
門
○
乏
口
。
○
の
‐

８
境
目
①
ぐ
①
ご
」
目
言
な
ど
の
言
葉
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
自
然
良

能
」
、
「
医
〈
自
然
ノ
臣
僕
ナ
リ
」
の
思
想
は
阿
知
波
氏
の
言
わ
る
る

如
く
、
時
代
と
と
も
に
使
用
の
さ
れ
方
に
多
少
の
変
化
は
あ
っ
た
と

し
て
も
医
学
の
底
流
に
は
常
に
存
在
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
こ
の
こ

と
は
三
木
氏
が
『
医
師
の
誓
詞
』
の
最
初
に
挙
げ
ら
れ
た
所
以
で
も

あ
る
』
う
。

と
こ
ろ
が
最
近
の
医
学
に
は
「
医
〈
自
然
ノ
臣
僕
ナ
リ
」
の
思
想

が
薄
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
で
、
世
は
先
端
医
療
の
追
求
に
営
々
と
し
臓

器
移
植
だ
人
工
臓
器
だ
と
一
面
華
や
か
で
は
あ
る
が
神
を
恐
れ
ぬ
振

る
舞
い
が
無
い
と
し
な
い
。
「
医
〈
自
然
ノ
臣
僕
ナ
リ
」
を
今
一
度

思
い
起
こ
す
時
と
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

（
広
島
県
立
身
体
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）
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変
蒸
と
い
う
概
念
は
す
で
に
『
諸
病
源
候
論
』
（
六
一
○
年
）
に
み

ら
れ
る
。
変
蒸
で
も
っ
て
生
ま
れ
た
子
供
の
気
血
が
長
じ
、
五
蔵
が

改
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
変
と
は
上
気
の
こ
と
、
蒸
と
は
体
熱

の
こ
と
で
、
変
蒸
に
は
軽
重
が
あ
る
。
軽
い
も
の
は
体
が
少
し
熱
し

て
驚
す
る
。
耳
は
冷
え
て
尻
も
冷
え
、
上
唇
に
は
白
泡
が
お
こ
り
、

目
は
死
烏
の
目
の
よ
う
に
な
る
。
少
し
汗
が
出
る
。
早
い
も
の
で
五

日
、
遅
け
れ
ば
八
日
か
ら
一
○
日
で
止
む
。
重
い
も
の
は
体
が
壮
熱

し
、
脈
は
乱
れ
、
食
欲
な
く
、
食
す
れ
ば
嘔
吐
す
る
が
苦
し
ま
な

い
、
と
い
っ
た
も
の
で
、
生
後
三
二
日
、
六
四
日
、
九
六
日
と
い
っ

た
具
合
に
変
し
た
り
変
蒸
し
た
り
す
る
と
あ
る
。

『
千
金
方
』
や
『
外
台
秘
要
方
』
に
も
大
体
同
様
な
こ
と
が
小
児

門
に
載
っ
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る
〃
変
蒸
″
の
変
遷
に
つ
い

て

広
田
曄
子
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